
秋
も
深
ま
り
、
朝
夕
は
冷
え
込
む
よ
う
に
な
って
き
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

季
節
の
変
わ
り
目
、
お
身
体
大
切
に―

秋
も
深
ま
り
、
朝
夕
は
冷
え
込
む
よ
う
に
な
って
き
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

季
節
の
変
わ
り
目
、
お
身
体
大
切
に―

社協だよりには皆様よりお寄せ

いただいた赤い羽根共同募金の

配分金が使われています

社会福祉法人

国東市社会福祉協議会
社会福祉法人

国東市社会福祉協議会
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【写真】青少年福祉体験教室の様子。

（詳細は2ページ）



　安岐町の小学生を対象として、福祉施設での車イス体験・高齢者擬似体験等をしていただきました。

　この事業は、未来の国東市を支える子どもたちに、体験を通じて社会福祉への理解と関心を深め、か

つ相互扶助の精神を育成することを目的として毎年実施しています。

　参加した児童たちからは「いい経験になりました！」という声も聞こえ、これからの明るい国東市を

垣間見ることができました。

青少年福祉体験教室

　

安
岐
町
の
「
ウ
ェ
ル
ハ
ウ
ス
し
ら
さ
ぎ
」

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
８
月
３
日
と
５
日

の
二
日
間
、
安
岐
小
学
校
の
児
童
た
ち
に
高

齢
者
疑
似
体
験
や
、
介
護
体
験
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

身
体
が
不
自
由
な
人
や
目
の
見
え
に
く
い

高
齢
者
の
方
々
の
体
験
を
す
る
こ
と
で
、
生

活
に
不
自
由
さ
や
不
便
さ
を
感
じ
る
気
持
ち

を
共
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

体
験
を
し
た
児
童
た
ち
に
は
、
そ
ん
な
気

持
ち
を
共
感
す
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
の
優

し
さ
を
身
に
つ
け
る
よ
い
機
会
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

９
月
６
日
、
安
岐
町
の
「
鈴
鳴
荘
」
の
利

用
者
さ
ん
と
安
岐
中
央
小
学
校
の
児
童
た
ち

が
交
流
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
「
ど
う
し
た
ら
長
生
き
で
き

ま
す
か
？
」
な
ど
長
生
き
の
秘
訣
や
元
気
で

い
ら
れ
る
生
き
が
い
な
ど
を
興
味
深
そ
う
に

質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　

利
用
者
さ
ん
も
終
始
笑
顔
で
会
話
さ
れ
、

最
後
に
は
「
元
気
で
頑
張
っ
て
ね
」
と
児
童

た
ち
に
声
を
か
け
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

共
同
作
成
中
。

思
う
よ
う
に
掴
め
ま
せ
ん
。

車イスの操作。意外と難しいのです。

鈴鳴荘での一枚。児童たちの真剣な表情がうかがえます。

　国東市社協では、これからも市内の福祉施設と協力して未来ある子どもたちの“福祉の心”を育む

ために本事業を続けて参ります。

　また、ご協力いただいた二つの施設には心よりお礼申し上げます。
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　この事業は、ボランティア活動を体験することにより、自分たちが住む地域社会を知

ることでボランティア活動への積極的な参加促進とボランティア活動振興を図ることを

目的として継続しています。

　今年も夏休み期間を利用して、たくさんの方からボランティア体験のお申込みをいた

だきました。その中でも、国東高校の生徒たちから寄せられた写真と感想を一部ご紹介

します。

　自分で考え、相手の立場になって考える難しさがわかり、

楽しく笑顔でボランティアができたのでいい経験になりました！

保育士は大変な仕事だけど、

子どもの笑顔がたくさん見られる

素敵な仕事だなと思いました♪

小学生のおかげで自分も純粋さを取り戻せたのでよかったです。

子どもの成長が一日の中だけでも感じられたり、

見えたりすることがすごいと思いました！

お世話になりました。利用者の

みなさん一人ひとりのことをき

ちんと理解して接している姿は

とてもすごかったです。

朝から夕方までとてもお世

話になりました。すごく貴重

な体験ができました。

子どもたちがみんな可愛くて、たくさん遊んでくれて
本当にうれしかったです！一日では全然足りないなと思いました。思っていたよりも楽しくて、来年も機会があれば

参加したいと思います！

夏ボラの体験分野は児童から高齢者、障がい者まで幅広く受入れ施設があります。来年はあなたも体験してみませんか？

施設の方へ施設の方へ

感
想
（
一
部
抜
粋
）

感
想
（
一
部
抜
粋
）
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平
成
28
年
11
月
26
日
（
土
）、
武
蔵
セ

ン
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
平
成
28

年
度
く
に
さ
き
福
祉
の
つ
ど
い
」
を
開

催
し
ま
す
。

　　

こ
の
催
し
は
、
国
東
市
合
併
の
平
成

18
年
か
ら
「
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地

域
社
会
の
実
現
」
を
目
指
す
国
東
市
社

協
の
事
業
啓
発
と
「
社
会
福
祉
に
貢
献

し
て
き
た
方
や
団
体
」
を
顕
彰
す
る
場

と
し
て
、
毎
年
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
国
東
市
合
併
か
ら
い
よ
い
よ

10
周
年
を
迎
え
、
私
た
ち
国
東
市
社
協
も
、

も
う
一
度
初
心
に
帰
り
福
祉
と
向
き
合

い
直
さ
な
け
れ
ば
と
い
う
想
い
が
し
て

い
ま
す
。

と
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
は
地

域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
が
一
番
感
じ

て
い
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
ん
な
時
こ
そ
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

協
力
し
な
が
ら
共
に
歩
い
て
い
け
る
私

た
ち
社
会
福
祉
協
議
会
の
出
番
な
の
で

す
。

　

社
会
と
い
う
言
葉
を
辞
書
で
調
べ
て

み
る
と
、「
人
間
の
共
同
生
活
の
総
称
。

ま
た
、
広
く
、
人
間
の
集
団
と
し
て
の

営
み
や
組
織
的
な
営
み
を
い
う
」
と
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、地
域
と
い
う
言
葉
で
は
「
政
治
・

経
済
・
文
化
の
上
で
、
一
定
の
特
徴
を

も
っ
た
空
間
の
領
域
。
全
体
社
会
の
一

部
を
構
成
す
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
地
域
は
社
会
を
構
成
し
て
、

社
会
は
人
々
の
生
活
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

福
祉
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
？

　

実
は
福
祉
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
て

か
ら
、
ま
だ
60
年
ほ
ど
し
か
経
過
し
て

お
ら
ず
、「
福
祉
と
は―

で
あ
る
」
と
い

う
絶
対
的
な
回
答
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
福
祉
の
ど
ち
ら
の
漢
字
も　

幸

せ　

を
意
味
す
る
漢
字
な
の
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
う
す
る
と
、
社
会
福
祉
と
は
「
社

会
を
幸
せ
に
す
る
活
動
」
と
言
い
換
え

ら
れ
、
先
ほ
ど
の
社
会
の
意
味
と
合
わ

せ
て
読
み
解
く
と
「
人
を
幸
せ
に
す
る

活
動
」
と
言
え
ま
す
。

　

福
祉
と
い
う
言
葉
に
絶
対
的
な
回
答

は
存
在
し
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
し
も
正

解
だ
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も

私
た
ち
社
会
福
祉
協
議
会
と
は
「
人
を

幸
せ
に
す
る
活
動
を
協
議
し
て
実
践
す

る
機
関
」
と
言
え
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
が
よ
り
良
い
も
の

に
な
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
「
安
心
し

て
生
活
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
」
に

向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
共
に

歩
ん
で
参
り
ま
す
。

く
に
さ
き
福
祉
の
つ
ど
い

平成２７年度　くにさき福祉のつどいの様子

福
祉
の
使
命

福
祉
の
使
命

社
会
と
は
地
域
で
人

社
会
と
は
地
域
で
人

社
会
福
祉
と
は

社
会
福
祉
と
は

平
成
28
年
度

平
成
28
年
度

大
会
大
会

　
　

た
だ
生
き
る　

と
い
う
こ
と
が
困

難
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
私
た
ち
社

会
福
祉
協
議
会
は
何
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か―

　

ま
た
、
国
東
市
と
い
う
地
域
に
求
め

ら
れ
る
社
会
福
祉
と
は
ど
う
い
っ
た
も

の
な
の
か―

　

地
域
へ
出
て
い
く
と
、地
域
の
方
か
ら
は
、

「
昔
に
比
べ
て
子
ど
も
ん
声
は
聞
か
ん
ご

と
な
っ
た
。」

だ
と
か
、

「
近
所
で
ん
、
親
戚
で
ん
、
集
ま
る
ん
は

葬
式
か
法
事
ん
時
ん
じ
ょ
う
や
。」

な
ど
の
お
声
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

そ
う
や
っ
て
耳
を
傾
け
て
い
る
と
、

昔
は
毎
日
の
暮
ら
し
の
充
実
感
が
今
と

は
違
っ
て
い
て
、
そ
こ
に
暮
ら
す
住
民

に
は
地
域
の
中
で
の
社
会
的
役
割
が

も
っ
と
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

ま
す
。

　

現
代
の
暮
ら
し
で
は
、
公
的
な
制
度

の
充
実
や
民
間
の
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
お
か
げ
で
、
困
っ
た
と
き
に
隣
に

助
け
て
も
ら
お
う
と
い
う
発
想
そ
の
も

の
が
希
薄
化
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

確
か
に
、
現
代
に
お
い
て
は
公
的
な

制
度
も
民
間
サ
ー
ビ
ス
も
、
例
え
ば
地

域
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
も
、
利
用
す
る

側
の
要
望
に
柔
軟
に
応
え
る
仕
組
み
づ

く
り
や
体
制
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
制
度
・

サ
ー
ビ
ス
で
は
対
応
で
き
な
い
困
り
ご

お
知
ら
せ
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開催日時 平成 2８年１１月２６日（土）　受付 9:00 ～、　開会 9:30 ～

会　　場 武蔵セントラルホール

　一般の方でも自由にご来場いただけます。

　この機会に、国東市の地域福祉の“今”と“これから”について、

一緒に考えてみませんか？

平成 28 年度

くにさき福祉のつどい

平成 28 年度

くにさき福祉のつどい

H.23

H.27

H.24

H.26 H.26

H.25
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赤い羽根共同募金運動赤い羽根共同募金運動
期間：10 月１日（土）～ 12 月 31 日（土）

歳末たすけあい募金歳末たすけあい募金
期間：1２月１日（木）～ 12 月 31 日（土）

共同募金キャラクター
愛ちゃん と 希望くん

共同募金キャラクター
愛ちゃん と 希望くん

平成28年度
平成28年度

　社会福祉事業のひとつで、誰もが参加でき
るボランティア活動であり、皆さんの力で身
近な地域を豊かなものにする地域福祉活動に
は欠かせない運動です。

共同募金って？

募金額は？

　募金は皆さんの温かいお気持ちをお預か
りしているものです。
　お預かりした募金は、地域福祉の推進の
ために国東市内のいろいろな活動の原資と
して活用されます。

　共同募金は皆さんのお気持ちをお預かりす
るものですから、金額の指定はございません。
　区長回覧文書で、皆さんにお願いしてある
金額はあくまでも目安としての金額です。

地域福祉活動って？
　皆さんの暮らす地域が、より安心して暮ら
せる場所になるように福祉をお届けする活動
です。
　主な活動は下の表をご覧ください。

募金するとどうなるの？

◆「くにさき福祉のつどい」の開催

◆「国東市福祉ふれあいスポーツ大会」の開催

◆「一人暮らし高齢者のつどい」の開催

◆「無料法律相談会」の実施（市内４地区で開催）

◆「ぬくもり訪問事業」の実施（一人暮らし高齢者世帯等に対する見守り訪問）

◆「愛のお便り運動」の実施（敬老月間に小学生から高齢者へ葉書を贈る事業）

◆「社協だより」の発行（地域福祉活動の広報・啓発）

◆国東市民生委員児童委員連合会の活動支援 ◆国東市老人クラブ連合会の活動支援

◆国東市身体障害者福祉協議会の活動支援 ◆国東精神保健福祉会の活動支援

◆くにさき手をつなぐ親の会の活動支援 ◆国東地区更生保護女性会の活動支援

◆国東市母子寡婦福祉会の活動支援 ◆国東市ボランティア連絡協議会の活動支援

◆ボランティア協力校の活動支援（市内小中高等学校のうち８校を指定）　　　　　　　など

地域福祉活動の例

　１０月１日（土）より、全国一斉に赤い羽根共同募金運動が開始されました。お寄せ

いただいた募金は翌年度に大分県共同募金会より地域福祉活動事業配分金として配分さ

れ、国東市の地域福祉活動に活用されます。

　また、１２月の歳末たすけあい募金は、住民の参加・交流などの地域づくりを促す事業・

活動への配分や、地域の全ての住民が住みなれた地域で安心して暮らすことができるよ

うに展開されます。

　国東市共同募金委員会では各世帯による戸別募金をはじめ、様々な募金活動を行います。

　皆様の変わらぬご理解とご協力をお願い申し上げます。
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国東市社会福祉協議会へ次の方々から心温まるご寄付をいただきました。

皆様のご厚情に対しまして厚くお礼申し上げます。

故人のご冥福をお祈り申し上げます。（掲載に同意された方のみご紹介しております。）

善意の気持ちをありがとうございました

受付期間：６月１日～８月３１日

【お知らせ】

国東市社会福祉協議会への寄付は

税額控除の対象となります

（税額控除対象寄付金－2,000円）

×40％

＝控除対象額（所得税額から控除）

◇香典返し寄付

　（地区） 　　（寄付者名） 　　　　　（故人名）  （金額）

国見町 花　木　太一朗 様 （故 正二 様） 金一封

 田　中　友　昭 様 （故 章 様） 金一封

 小　川　明　子 様 （故 英二 様） 50,000円

 佐　藤　勝　子 様 （故 泰生 様） 金一封

 秋　吉　さえ子 様 （故 千利 様） 金一封

 山　口　雄　司 様 （故 澄男 様） 金一封

 柿　本　好　彦 様 （故 利男 様） 金一封

 田　川　花保子 様 （故 文男 様） 金一封

 田　北　雅　宏 様 （故 雅承 様） 金一封

 木　村　敏　廣 様 （故 笑子 様） 金一封

 古　川　邦　康 様 （故 義信 様） 金一封

 熊　本　礼　子 様 （故 昭治 様） 金一封

 河　野　ヤスミ 様 （故 求 様） 金一封

 浜　中　弘　子 様 （故 濱中サイ 様） 金一封

 中　田　洋　介 様 （故 由紀 様） 金一封

 柗　本　和　成 様 （故 薫 様） 30,000円

国東町 大　島　勝　彦 様 （故 十三秋 様） 金一封

 猪　俣　公　利 様 （故 眞砂子 様） 金一封

 栗　林　秀　綱 様 （故 サチ子 様） 金一封

 藤　本　貞　夫 様 （故 ヨネ子 様） 金一封

 匿　　　　　名 様 （故 匿名 様） 金一封

 栗　林　美恵子 様 （故 修 様） 金一封

 松　本　正　人 様 （故 久恵 様） 金一封

 　　富　弘　子 様 （故 百合子 様） 金一封

 森　光　英　明 様 （故 正子 様） 50,000円

 髙　木　恒　男 様 （故 ケサ子 様） 30,000円

 水　野　晴　芳 様 （故 太 様） 金一封

 元　浦　充　男 様 （故 久生 様） 金一封

 田　中　光　信 様 （故 孝義 様） 金一封

　（地区） 　　（寄付者名） 　　　　　（故人名）  （金額）

武蔵町 幸　松　敏　男 様 （故 ヒサ子 様） 金一封

 森　　　和　代 様 （故 秀男 様） 金一封

 厚　田　弘　惠 様 （故 秀信 様） 金一封

 元　村　寅　彦 様 （故 サザカ 様） 金一封

 岩　本　明　弘 様 （故 アヤ子 様） 金一封

 清　原　　　晋 様 （故 マツコ 様） 金一封

 田　邉　厚　子 様 （故 義一 様） 金一封

 河　野　京　子 様 （故 正久 様） 金一封

 宮　下　直　己 様 （故 久 様） 金一封

 元　永　勝　利 様 （故 テル子 様） 金一封

 安　永　由　紀 様 （故 隆一 様） 金一封

 安　見　　　修 様 （故 邦宏 様） 金一封

 一　丸　　　務 様 （故 梶男 様） 金一封

 平　塚　昭　鴻 様 （故 ハル子 様） 金一封

安岐町 後　藤　ハツヱ 様 （故 征郎 様） 金一封

 永　田　弘　光 様 （故 英人 様） 金一封

 永　井　正　明 様 （故 鶴男 様） 金一封

 小　玉　智　英 様 （故 憲一 様） 金一封

 河　野　正　紀 様 （故 シヅ子 様） 金一封

 平　山　尊　博 様 （故 サダ子 様） 金一封

 佐　藤　光　義 様 （故 サカヱ 様） 金一封

 小　野　敏　次 様 （故 淳子 様） 金一封

 藤　原　史　郎 様 （故 正直 様） 10,000円

 是　松　武　宣 様 （故 田鶴子 様） 金一封

      

大分市 池　田　賢　二 様 （故 民子 様） 金一封

国東町 溝　部　広　造 様    金一封

安岐町 小　川　浩　司 様    金一封

◇一般寄付
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※ 但し、控除額は所得税額の 25％が限度となります。

※ 税額控除対象寄付金とは、税額控除対象法人への

寄付金額です。（本会は税額控除対象法人です）

※ 寄付金支出額が、総所得金額等の 40％に相当する

金額を超える場合には、40％に相当する額が税額

控除対象寄付金となります。
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社会福祉法人　国東市社会福祉協議会

本　　所　 【くにさきケアセンターなのはな】
 〒873-0412　国東市武蔵町古市1086-1 電話 0978-68-1976（総務福祉課）

  電話 0978-68-0605（在宅福祉課）

国見支所　 【くにさきケアセンターたんぽぽ】
 〒872-1401　国東市国見町伊美2225-1 電話 0978-82-1107

国東支所　 【くにさきケアセンターなのみ】
 〒873-0644　国東市国東町浜崎2757-5 電話 0978-74-1151

  電話 0978-74-0333（福祉支援課）

安岐支所　 【くにさきケアセンターやすらぎ】
 〒873-0222　国東市安岐町下山口38-1 電話 0978-67-1283

社会福祉法人　国東市社会福祉協議会

本　　所　 【くにさきケアセンターなのはな】
 〒873-0412　国東市武蔵町古市1086-1 電話 0978-68-1976（総務福祉課）

  電話 0978-68-0605（在宅福祉課）

国見支所　 【くにさきケアセンターたんぽぽ】
 〒872-1401　国東市国見町伊美2225-1 電話 0978-82-1107

国東支所　 【くにさきケアセンターなのみ】
 〒873-0644　国東市国東町浜崎2757-5 電話 0978-74-1151

  電話 0978-74-0333（福祉支援課）

安岐支所　 【くにさきケアセンターやすらぎ】
 〒873-0222　国東市安岐町下山口38-1 電話 0978-67-1283

社協職員を募集します社協職員を募集します
【職種・人数】 社会福祉協議会業務全般　　　［正規職員］　若干名

【仕事の内容】 パソコン事務・地域支援業務・介護業務・団体事務局　など

【勤務の場所】 社会福祉協議会の本所または各支所のいずれかの場所

【応　募　資　格】 次の条件をすべて満たす人

  （学歴）高等学校以上の教育機関を卒業した人（採用日までに卒業見込み者含む）

  （年齢）昭和 56 年 4 月 2 日以降に生まれた人

  （資格）要自動車普通免許（ＡＴ限定可、実際に運転できること）

 　　　　　　　　　　　　（採用日までに資格取得見込み者含む）

【給　　　与】 本会給与規程による

 ［初任給］　131,500 円（高卒 . 前歴なし）～ 168,100 円（大卒 . 前歴あり）

   ※別途、各種手当あり

【採　用　期　日】 平成 29 年 4 月 1 日

【応　募　方　法】 本所・各支所に備えつけの『受験申込書』に所定事項を記入し、

 履歴書を添えて、本所または各支所の窓口へ提出してください。

 《本所・各支所の所在地は下段に掲載しています》

【採用担当より】

　国東市社協では、広い視野から主体的に考え、創造性・改革意欲を持って「自ら考え行動する」

「失敗を恐れずチャレンジする」ことができ、「誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり」

の推進のため、地域の方々と一緒になって働き、成長したいと考える人材を募集しています。

　あなたの優しさで地域をもっと笑顔に♪

　ご応募をお待ちしております。

［代表メール］　head.office@kunisaki-wel.or.jp

先日、伸び放題の田の草刈りをしていると近所の方がお二人、草刈り機を持ち出して手伝って下さいました。（しかも作

業が早い）特にお願いした訳でもないのに、こうやって地域の方に支えられてると思うと、「あぁ、こういうのっていい

なぁ」って感じます♪福祉はこういうところから始まっているんですね（＾^ ）
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